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1．調査期間は，平成 30 年 8 月に実施した． 
 
2．調査対象 







































































 自己肯定他者肯定は 9 名（29.0％），自己肯
定他者否定は 3 名（9.5％），自己否定他者肯


































































総得点 59.89 68.67 59.18 58.00 .614 
基本的スキル 9.89 14.00 9.94 9.34 .203 
より高度なスキル 10.22 12.67 9.75 9.33 .311 
攻撃に代わるスキル 10.56 10.67 9.94 10.33 .894 
感情処理スキル 10.11 11.00 10.00 9.67 .919 
計画のスキル 8.89 9.67 9.31 9.67 .897 



































表 2. 自己肯定と自己否定の社会的スキル獲得状況 
 自己肯定ｎ＝12 名 自己否定ｎ＝19 名 P 値 
総得点 62.08 59.00 .472 
基本的スキル 10.91 9.84 .371 
より高度なスキル 10.83 9.68 .225 
攻撃に代わるスキル 10.58 10.00 .462 
感情処理スキル 10.33 9.95 .673 
計画のスキル 9.08 9.37 .687 
ストレス処理のスキル 10.33 10.16 .847 
P＞0.05 
 
表 3. 他者肯定と他者否定の社会的スキル獲得状況 
 他者肯定ｎ＝25 名 他者否定ｎ＝6 名 P 値 
総得点 59.44 63.33 .461 
基本的スキル 9.92 11.67 .236 
より高度なスキル 9.92 11.00 .358 
攻撃に代わるスキル 10.16 10.50 .729 
感情処理スキル 10.04 10.33 .795 
計画のスキル 9.16 9.67 .567 
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